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   Photocystoscopy is an important method for accurate recording and thorough consideration 

on intravesical observation. 

   More than thirty years, urologists have tried to obtain good pictures in the urinary bladders 
and some of them have succeeded in it in recent years, although it is not so prevalent even 

at the present time. 

   The authors tried it with an apparatus produced by TAKEI Medical Optical Co.. 

   The apparatus was improved by one of the authors in order to take better color pictures 

of larger size and  8  mm cinecolor pictures (Fig. 1, 2, 3 and 4). 
   Exposures made by the apparatus are presented in Tab. 1. 

   Some pictures are presented in Fig. 5. 

   Motion pictures are difficult to be presented in printed pictures. Projecting upon a screen 

(about  1.5m  x1.2 m), fine details of the moving pictures can be clearly discerned. 
   Color films used by the authors were always of day-light type, and no filter for color 

correction was used. But the tones of colors obtained are rather natural to the eyes which 

are accustomed to intravesical sightseeing under yellowish light of usual cystoscopes. 

   The authors have confirmed that the urinary bladder is not injured by the heat and 

light of the photocystoscope. 

   The merits of the improved apparatus  are  ; 1) of low cost, 2) very easy availability in 

routine use and 3) better pictures of larger size.

は じ め に

膀胱内の病変を正確に記録 し,検 討 するにあ

たつて,膀 胱鏡写真撮影が重要であ る こ と は

いうまでもない.従 つ てその試みは古 くか らお

こなわれ,清 水 によると本邦では,1935年 に16

㎜ シ ネ撮影 に,加 納 も1941年 に 白黒写真に成

功 してい る.し か し,カ ラー ・シネ撮影は本邦

においては,1956年 に 清水 に よつては じめ て成

功 した.同 年,McCarthy,Ritterら は 強力 な

外部光源を用いて写 真撮影 ばか りか,テ レビ送

像 にも成功 しているが,軽 便 さの点において,

臨床的には清水の方法が勝 つてい る と い え よ

う.

　 その後,清 水は さらに改良を加 えて十分満足

出来 る8mmカ ラー ・シネ撮 影法を完成 してい

る.

　 この方面での努 力は,他 にもみ るべ きものが
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム　　コ

あ り,土 屋 らは肉眼視可能の大 きさの スライ ド

写真 を初 めて撮影 し,安 藤 らは さらに大 きく鮮

明な カラー写真を得ている.西 欧でも同様 な試

みがな され,Hanleyは 英 国で初めて国産 され
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た撮影機 を用いて1959年 に カラー撮影を おこな

つた.

さて,筆 者 らは武井医科光器製作所 によつ て

作 られた写真膀胱鏡 に,独 自の方 法による改良

を加え,高 感度カ ラー ・フイル ムを用い て,患

者に特別 の苦痛を与 えることな く,手 軽 に鮮明

な35mmカ ラ ー ・ス ライ ドおよび,8mmカ

ラ ー ・シネ写真を得 ることに成功 したので,そ

の方法の概略 について報告す る.

L装 置

A.原 型 本装置は35mmス ライド写真撮影を目

的として数年前,武 井医科光器製作所によつて作られ

たものである.

レンズ交換式35mmカ メラ ポデイと専用膀胱鏡

とは,ア ダプターで結合される。アダプターには結像

レンズと,フ ァインダー装置が組込まれている.専 用

膀胱鏡は非灌流式で,普 通診察用膀胱鏡よりも明るい

レンズ系を用いている.照 明ランプは2個 のフィラメ

ン トをもち,照 診用と撮影用とに使い別けられる.撮

影用フィラメントは,14V～32Vで 点灯され,明 るさ

は2.5cmの 距離で最高10,000ル クスに達する.電 源

部には撮影電圧測定計器,2個 の電圧調節装置,電 源

スイッチなどを備える(Fig.1).

ところで,本 機の綜合的な光学系の明るさは低 く,

照明ランプの光量不足とあいまつて,画 像直径が僅か

に11mmに す ぎぬので,実 際 上撮 影 困難 であ つ

た。

B.改 良型

筆者らは独自の改造を,次 の3点 についておこなつ

た.

1)照 診用の反射鏡の透明度を高める,

2)結 像用レンズを長い焦点距離のものと交換し,

必要 に 応 じて原 型 の レン ズを 用 い る(70mm→

140mm)

3)電 源 部 の 内部 配 線 を 変更 して撮 影 用電 圧 を 高め

る(Max.24V→Max.32V)

この 実行 にあ たつ て,中 間 リソ グの 使 用,フ ァ イ ン

ダ ー鏡 筒 の延 長 な どが 必 要 で あつ た(Fig.2).

この結 果,実 用 的な 露 出 時聞 で35mmフ イル ムー

杯,即 ち直 径27mmの カ ラー撮 影 に成 功 した(Fig。

3),

C.8mmシ ネ ・カ ラー 撮 影 機

上述 の改 良型 は8mmシ ネ撮 影 に も利 用 され る.こ

の 際 には35mmカ メ ラ用 の ア ダ プ タ ー ・リソ グと結

像 用 レソ ズを 取 除 き,フ ァ イ ン ダ ー鏡 筒 に私 案 の ア ク

セサ リー ・シユ ーを固 定 し,こ れ に よつ て シ ネ ・カ メ

ラ と結合 す る.結 像 用 レ ソズはDマ ウソ ト ・F1.9,

焦 点 距離36mm望 遠 レンズ で あ る.専 用膀 胱 鏡 に ょ

る虚 像 は実 測 上,約35mm前 方 で あ るか ら,レ ソ ズ

装 着 に あ たつ て,ピ ン ト合 せ のた め,厚 さ約1mmの

パ ッキ ン グを は さんだ.

カ メ ラは サ ソ キ ョ ウ8Tを 用 い た(Fig.4).

ll.撮 影条件

使用フイルムはすぺてカラー反転フイルムである,

光量不足を補 うために,高 感度のカラー・ネガ・フイ

ルムを用い,増 感現像の うえ,こ れを使つてカラー ・

プリソ トあるいはカラー ・スライドを作ることも出来

るが,フ イルム処理が複雑であり,経 費も高 く,色 調

も悪いので,臨 床的利用には不適当と考えた.

Tab.1に 示すようにスライ ド写真は照明電圧30V

にて,大 約1/8sec.の 露 出時間を与えれば殆んど常に

失敗なく撮影出来る.し かしカラー撮影に当つては目

測によつて若干の加減をおこなうことが好ましい8

mmシ ネは殆んど駒数16を 用いている.み の りスーパ

ー ・クロームはASA200で はやや粒子荒れを示すが,

Fig.1.Originalapparatus.
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Fig.2.Improvedapparatus .
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Fig.3.PhotQcystoscopeattachedto35mmCanonCamera .
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Fig.5C=Clinicalthermometerinbladder(8mmcine-colorpicture)y



660 片 村 ・田 中 一 写 頁 膀 胱 鏡 の 使 用 経 験

Fig,5.Intravesicalphotopictures(printedfromreversalcolorfilms).
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Table1.Exposure.

Film

HighspeedEctachrome
(A.S.A.160-200)

Fujicolour-R

(A.S.A.100)

(A.S.A.100)
8mmMinoriSuperChrome

(A.S.A.200)

Focusinglens

f=140mm

f=70mm

f=38mmF1.9

f=38mmFL9

Voltageof
lighting

30V

27v-30v

22v-25V

22v-25v

Timeofexposureornumber
ofrotationpersecond

1/25sec-1/4sec

1/25sec-1/8sec

8rotations

16rotations

決して観察を困難にすることはなく,む しろ8駒 撮影

で生pる カメラぶれを避けるべきである.

皿,撮 影方法

写真撮影に先立つて,通 常診察用膀胱鏡により膀胱

全内景を観察する.膀 胱内を十分洗瀞したのら,150

cc以 上の洗瀞水を満 し,写 真膀胱鏡と交換する.写

真膀胱鏡は簡単にアダプターから取外せるので,初 め

写真膀胱鏡のみを手にとり,自 由に照診する.目 的と

する対象を視野にとらえたならば,左 手で膀胱鏡を固

定し,右 手に,ア ダプターを装着したカメ ラを取 つ

て,お もむろに膀胱鏡に接続する.そ の後,撮 影終了

までファイソダーをのぞき,対 象を見失わぬようにす

る.と ころで,ス ライド写真と,シ ネ撮影とでは撮影

方法に次に述べるように若干の相違がある.

A.35mmス ライ ド写真

Fig.1に 示すSlは カ メラシヤッターのレリーズボ

タンに連動するから,フ ・イソダー内の対象を逃さぬ

ように両手でカメラを固定し,ゆ つくりレリーズボタ

ンを押下げるだけで よい 急速にボタンを押してはな

らない 照明ラソプが十分白熱光を発するまでに若干

の時間を要するか らである.貴 重な症例では,前 述の

撮影条件に示した基準露出時間の他,2～3の 異つた

露出を試みておく方が賢明であることはいうまでもな

い 撮影時には,一 瞬患者に呼吸を止めさせるのがよ

い.

B.8mmシ ネ撮影

この場合は,ア ダプターの一部分が取除かれている

が,扱 い方は原則的にスライド写真撮影の場合と同様

である.中 心となる対象は,比 較的長時間撮り,そ れ

に関係のある周辺部は短時間でパンニソグされる.運

動する対象をタイミングよく捕えるには,か なり熟練

を要する.

ところでシネ撮影では,前 述のS1は フッ ト スイ

ッチを利用した.照 診によつて,対 象を捕えると,こ

のスイヅチを踏み,視 野が十分明るくなつたのを確か

めたのち,シ ネ ・カメラのシヤッター ・ボタンを押せ

ばよい 照明ランプは20秒 以上点灯するとガラス部が

破損し,遂tc断 線するから,5～10秒 の持続撮影をお

こなう.こ の時間は,大 体普通の8mmシ ネ撮影の1

カットに等しい.撮 影休止時間は,時 計記録係によつ

て記録しておくことが望ましい.

IV撮 影上の注意

美しい写真を,膀 胱或いは尿道粘膜に損傷を与える

ことなく撮るために,次 の諸点に注意しなければなら

ない.

1)膀 胱内洗濫は十分におこなう.出 血の強いとき

は撮影しない.

2)膀 胱内には150cc以 上の洗蘇水を満し,膀 胱鏡

尖端が粘膜面に触れぬようにする,従 つて萎縮膀

胱の撮影はさける.

3)ラ ソプを点灯したまま膀胱鏡を挿入又は抜去し

てはならない,

V膀 胱粘膜への影響

筆者らが本装置の使用に当つて,最 も懸念したこと

は,照 明ラソプによる膀胱粘膜の火傷である.そ こで

ビーカー内に100cc程 の水を満 し,こ の中でラソプを

点灯し,水 によつて熱線の吸収される状態,水 全体の

温度上昇などをあらか じめ観察したが,普 通の撮影条

件では,粘 膜を損傷するおそれはないとの結論に達し

た.

事実,膀 胱内撮影後,粘 膜に充血などの変化を認め

たものはなく,洗 灘水の温度上昇にもみるべきものは

なかつた.

VI.成 績

Fig.5に み るように,ス ライドでは殆んどフイル

ムー杯に,8mmシ ネでは映写面一杯に,か なり鮮明

な,自 然色に近い像を得ている.8mmシ ネフイルム

を図版に示す ことは,動 きを伴つているために困難で

あるが,筆 者 らの映写成績は大きさ約1.5mx12mの

ス クリーソに拡大して十分細部を観察出来ることを証
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明した.

ところで著者らは,カ ラー写真撮影にあたつて,光

源の色温度補正用フィルターを用いていない.カ ラー

フイルムはすべて昼光用を用いた.

その理由は:

1)一 般に,タ ングステソ ・タイプのカラー フイ

ルムが入手困難なため,臨 床上自由に利用するに

は不便であること

2)露 出時間の延長を必要とすること

3)日 常使い慣れている診察用膀胱鏡のランプの色

温度が低いために,補 正フィルターを用いると,

かえつて不自然な色に感 じること

などにある.

なお,8mmシ ネ フイルムで,膀 胱鏡の全視野を円

形にスクリーソ上に映写するには,焦 点距離 の短 い

(例えぽ25mm)シ ネ撮影レソズを用いればよく,こ

の際には,感 度の低い微粒子のカラー フイルムを使

用出来る.

む す び

武井医科光器製作所製の写真膀胱鏡 に,私 案

に よる若干 の改良を加 え,十 分 な画像面積 の35

mmカ ラースライ ド写真を得,さ らに,同 じ装

置 を用いて8mmカ ラ ー ・シネ撮影を極 めて手

軽 に行 うことが出来 た.

本 装置は 日常外来 診察 の場 において,即 座 に

利用出来,フ イル ム現像 も普通写真 と 異 ら な

い

本装置は比較的安価であ り,し か も軽便に利

用 され,十 分な写真を得 られ るので,そ の使用

価値 はたかい とかんがえ る.

なお,本 論文の要旨は写真供覧と併せて,第18回 目

本泌尿器科学会関西地方会で田中が発表した.

稿を終るにあた り,終 始御指導御鞭燵をいただいた

恩師稲田教授に深甚の謝意を表する.
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